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Ⅱ 機械化(作業システム) 

② 進捗の見える化 
野道事業地施業図 

(現在搬出間伐を実施中) 

伐倒：橙色の斜線 
木寄せ：緑色の斜線 
造材・土場出し：紫色の斜線 

○労働生産性( 1人1日あたりの木材生産量)  ☆プロジェクト前(H24)  3.13ｍ3/人･日  ☆プロジェクト期間内目標(H29)  3.97ｍ3/人･日 



Ⅱ 機械化(作業システム) 
③ 保守経費の縮減 

プロセッサ(平成19年導入) プロセッサ(平成25年導入) フォワーダ 



Ⅲ 団地化(事業量の確保) 



Ⅲ 団地化(事業量の確保) 

☆ 個人有林を重点的に団地化 

【 蔵目喜加速化団地の概要 】 

区域面積 人工林の内訳 

  個人     搬出間伐対象面積 

  有林       同意取付面積 

    人工林率   
搬出対象 
の割合 

  取付割合 

① ② ③ ④=③/① ⑤ ⑥=⑤/② ⑥ ⑦=⑥/④ 

(ha) (ha) (ha) (％) (ha) (％) (ha) (％) 

760 690 415 54.6% 200 48.2% 100 50% 



おわりに 
☆ 取り組みの方向性(搬出間伐+α) 

※ 林産生産量：山口阿東森林組合業務資料。搬出間伐面積：山口農林事務所統計資料 

☆山口阿東森林組合における「林産事業」の推移 

（年度） （ｍ3） 
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